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大
分
県
中
小
規
模
病
院
等
看
護
管
理
者
支
援
事
業
の
取
り
組
み
と
そ
の
状
況

　

本
学
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
大
分
県
中
小
規

模
病
院
等
看
護
管
理
者
支
援
事
業
」
が
今
年
度

で
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
実
績

と
状
況
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

１
．
事
業
の
背
景
と
目
的

　

大
分
県
は
中
小
規
模
病
院
が
全
体
の
約
９
割

を
占
め
、
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が

県
の
地
域
医
療
を
推
進
す
る
う
え
で
重
要
と
な

り
ま
す
。中
小
規
模
病
院
等
の
看
護
管
理
者
は
、

質
の
高
い
医
療
に
お
い
て
大
切
な
役
割
を
担
い

ま
す
が
、
市
内
か
ら
離
れ
た
地
域
で
は
看
護
管

理
の
能
力
を
開
発
す
る
機
会
が
限
ら
れ
る
等
の

課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
平
成
29
年
度
か
ら
厚
生
労
働
省
看
護

職
員
確
保
対
策
特
別
事
業
と
し
て
、「
中
小
病

院
看
護
管
理
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
主
任
研
究

者　

手
島
恵
・
千
葉
大
学
教
授
）」
を
参
考
に
、

大
分
県
中
小
規
模
病
院
等
管
理
者
支
援
事
業
を

始
め
ま
し
た
⑴
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
は
地
域
医
療
介
護
総
合
確

保
基
金
に
よ
り
事
業
を
継
続
し
、
地
域
の
多
様

な
施
設
の
看
護
管
理
の
向
上
を
目
的
に
、
地
域

連
携
の
推
進
と
質
の
高
い
医
療
の
提
供
に
繋
げ

る
こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
．
大
分
県
中
小
規
模
病
院
等
看
護
管
理
者
支

援
協
議
会
の
設
置

　

本
事
業
に
先
立
ち
、
大
分
県
中
小
規
模
病
院

等
看
護
管
理
者
支
援
協
議
会
（
以
下
、
協
議
会

と
す
る
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
協
議
会
は
、
大

分
県
立
看
護
科
学
大
学
、
大
分
県
看
護
協
会
、

大
分
県
が
主
体
と
な
り
、
大
分
大
学
や
大
分
県

看
護
管
理
者
連
絡
協
議
会
の
協
力
を
得
て
協
議

会
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
協
議
会
の
基
本
方
針

は
、「
地
域
の
看
護
管
理
者
が
主
体
的
に
本
事

業
に
取
り
組
み
、
看
護
管
理
を
高
め
ら
れ
る
こ

と
」
と
し
ま
し
た
。

３
．�

看
護
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業

と
の
連
携

　

本
事
業
の
取
り
組
み
は
、
保
健
所
保
健
師
が

運
営
す
る
「
看
護
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進

事
業
（
以
下
、
看
護
ネ
ッ
ト
と
す
る
）」
を
基

盤
と
し
て
い
ま
す
。
看
護
ネ
ッ
ト
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
を
視
野
に
、
看

護
職
の
定
着
や
質
の

高
い
看
護
に
向
け
て
、

多
様
な
施
設
の
看
護

管
理
者
が
研
修
や
イ

ベ
ン
ト
等
を
協
力
し

て
行
う
活
動
で
す
。

　

本
事
業
は
、
こ
の
看

護
ネ
ッ
ト
を
基
盤
に

平
成
29
年
度
と
30
年

度
は
豊
肥
地
域
で
実

施
、
平
成
30
年
度
か
ら

は
南
部
地
域
、
令
和
元

年
度
に
は
豊
後
高
田

地
域
で
も
始
め
て
い

ま
す
。

　

看
護
管
理
者
は
、
次

世
代
の
看
護
管
理
者

や
ス
タ
ッ
フ
の
育
成

等
を
テ
ー
マ
に
、
認

定
看
護
管
理
者
や
大

学
の
教
員
等
と
共
に
、

日
々
の
看
護
管
理
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
現

場
の
改
善
に
繋
げ
て

い
ま
す
⑵
、
⑶
。

４
．
大
分
県
中
小
規
模
病
院
等
看
護
管
理
者
支

援
研
修
会
の
開
催

　

本
事
業
で
は
、
県
内
全
体
の
看
護
管
理
の
向

上
を
目
指
し
た
研
修
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
千
葉
大
学
の
手
島
恵
教
授
、

平
成
30
年
度
は
大
阪
府
立
大
学
の
志
田
京
子
教

授
と
富
田
町
病
院
の
永
久
教
子
副
院
長
兼
看
護

部
長
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
中
小
規
模
病
院
看
護
管
理
者
支
援
に
関
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
は
看
護
管
理
に
お
け
る
倫
理
的

な
課
題
を
テ
ー
マ
に
、
大
阪
府
立
大
学
の
志
田

京
子
教
授
に
よ
る
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
⑷
。

P

C

D

A
看護ネットF
地区

 

大分県
行政

大分県中小規模病院等管理支援協議会

大分県

看護ネットA
地区

看護ネットB
地区

看護ネットC
地区  

看護ネットE
地区

大分県看護の地域ネットワーク（事務局：保健所保健師）  

看護ネットD
地区

支援者

 

①県内の中小規模病院の看護管理状況把握と地域に必要な看護管理支援の在り方の協議
②支援地域と施設、方法の検討
③中小規模病院看護管理支援事業の企画、運営、評価 

 

・認定看護管理者  
・支援対象地域の
 　看護管理者

 
 

・大分県・大学  

①自施設の自己評価  
　　改善策の計画  

②看護管理成功事例等の検討  
　　施設における取り組み 

③取り組みを通した評価 
 
④次年度に向けた改善  

「施設代表者会議」  
病院、診療所、訪問看護ステーション
老人保健施設等の看護管理者、等

連
携

連
携

大分県看護協会
（認定看護管理者、等）

 

契機：平成29年度厚生労働省
看護職員確保対策特別事業

支援

事務局：大分県立
看護科学大学

豊肥地域→30年度：医療介護確
保基金を得て、豊肥＋南部地区
→令和元年、南部＋北部に拡大

大分県版中小規模病院等看護管理者支援事業 

事業モデル地域

目的：中小規模病院等の看護管理向上
地域連携の推進と質の高い地域医療を目指す

協力：
大分大学

協力：大分県看護管理者
連絡協議会

▼成果
看護管理者が、地域医
療や施設の経営を考え
て、スタッフの意欲を引
き出す。地域での連帯

▼大分県をモデルに、令和
元 年、日本 看 護 協 会
が、事業で実施 

事例検討会等
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さ
ら
に
、
こ
の
研
修
会
で
は
、
看
護
ネ
ッ
ト

の
看
護
管
理
者
が
、
自
施
設
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
経
過
や
成
果
に
つ
い
て
発
表
を
行
っ
て
お

り
、
研
修
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
情
報
や
意
見
を

交
換
す
る
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

５
．�

大
分
県
中
小
規
模
病
院
等
看
護
管
理
者
支

援
事
業
の
成
果
と
今
後

　

豊
肥
地
域
で
は
、
２
年
間
の
モ
デ
ル
事
業
を

終
え
て
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
成
果
発
表
会
を

行
い
ま
し
た
。
看
護
管
理
者
の
方
々
が
、
気
づ

き
や
新
た
な
知
識
を
得
て
現
場
を
改
善
す
る

等
、
多
く
の
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
南
部

地
域
も
事
業
２
年
目
に
入
り
、
看
護
管
理
に
関

す
る
振
り
返
り
や
現
場
改
善
の
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
９
月
に
は
日
本
看
護
協
会

ニ
ュ
ー
ス
に
大
分
県
竹
田
市
の
看
護
ネ
ッ
ト
の

活
動
が
取
り
上
げ
ら
れ
全
国
で
も
注
目
さ
れ
ま

し
た
⑸
。
今
後
も
看
護
ネ
ッ
ト
を
基
盤
と
し
た

看
護
管
理
者
支
援
を
継
続
し
、
質
の
高
い
地
域

医
療
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑴�

中
小
規
模
病
院
看
護
管
理
支
援
事
業
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

　

�https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/file/06-

Seisakujouhou-10800000-Iseikyoku/
shienjigyoguideline.pdf

⑵�
平
成
29
年
度
厚
生
労
働
省
看
護
職
員
確
保
対

策
特
別
事
業
大
分
県
版
中
小
規
模
病
院
等
看

護
管
理
者
支
援
事
業
報
告
書�

　

�h
ttp

s:/
/
w
w
w
.m
h
lw
.g
o
.jp
/

file/06-Seisakujouhou-10800000-
Iseikyoku/0000202150.pdf

⑶�

平
成
30
年
度
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金

（
医
療
分
）
活
用
事
業
大
分
県
中
小
規
模
病

院
等
看
護
管
理
者
支
援
事
業
報
告
書

⑷�

令
和
元
年
度
大
分
県
中
小
規
模
病
院
等
看
護

管
理
者
支
援
研
修

　

�

日
時
：
２
０
１
９
年
10
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　

13
：
00
～
16
：
00　

　

場
所
：
大
分
県
看
護
協
会

　

※�

研
修
の
詳
細
や
参
加
の
お
申
し
込
み
に
つ

い
て
は
、
７
月
以
降
に
県
内
施
設
へ
チ
ラ

シ
を
郵
送

　

�

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
等
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

⑸�

日
本
看
護
協
会　

協
会
ニ
ュ
ー
ス�vol.611

（
２
０
１
８
年
８･

９
月
合
併
号
）

大 学
の 今

若
葉
祭

　

５
月
18
日
（
土
）、
19
日
（
日
）
に
第
22
回

若
葉
祭
（
令
和
元
年
度
学
園
祭
）
が
「
一
新
紀

元
（
い
ち
し
ん
き
げ
ん
）」
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
空
模
様
と
な
り
、
ス

テ
ー
ジ
を
屋
外
か
ら
講
堂
周
辺
に
変
更
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
講
堂
で
は
若
葉
祭
実
行
委
員

に
よ
る
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
ソ
ー
ラ
ン
、
富
士
見
が
丘

長
寿
会
の
皆
様
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
ミ
ス

ナ
ー
ス
コ
ン
テ
ス
ト
、
仮
装
大
会
な
ど
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
に
会
場
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま

た
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
お
茶

会
に
も
地
域
の
方
々
が
足
を
運
ん
で
下
さ
い
ま

し
た
。

　

足
下
の
悪
い
な
か
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆

様
、
ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係

者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

　

６
月
19
日
（
水
）、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

別
府
大
学
文
学
部
教
授
の
佐
藤
敬
子
先
生
を

講
師
に
迎
え
、「
輝
く
未
来
に
エ
ナ
ジ
ー
チ
ャ
ー

ジ
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
あ
と
、

卒
業
生
・
教
職
員
を
交
え
て
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

東
京
や
福
岡
な
ど
県
外
か
ら
帰
っ
て
き
て
く

れ
た
卒
業
生
や
、
夜
勤
明
け
や
午
前
中
の
勤
務

を
終
え
て
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
卒
業
生
も
お
り
、

卒
業
・
修
了
生
32
名
、
学
部
生
9
名
、
教
職
員

47
名
の
総
勢
88
名
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
同
級
生
や
先
生
に
会
え
て

よ
か
っ
た
、
元
気
が
出
た
な
ど
の
感
想
も
聞
か

れ
、
大
変
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
は
、
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
同
窓
生
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

若
葉
祭
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■第４段階看護技術演習
　平成31年２月19日、20日の２日間に
わたり、本学基礎・成老人実習室にて
第４段階看護技術演習を行いました。
この演習は、受講を希望した本学４年
生を対象に行われ、「看護基本技術のう
ち日常必須の技術であるにもかかわら
ず、習得度が低い項目について、正確な
知識、冷静な状況判断に基づいた的確
な実践能力を養い、卒後への自信を深
める」ことを目的としています。本年度
も大分赤十字病院より協力が得られ、
スタッフによるデモンストレーション
の後に学生が実施するという、より臨
床をイメージできるような形式で行う
ことができました。ご指導にあたって
くださった大分赤十字病院のスタッフ
のみなさま、誠にありがとうございまし
た。４年生のみなさん、この演習で得た
技術を臨床でも活かしてくださいね。

■県内施設就職説明会
　３月１日（金）に県内施設就職説明会
を開催しました。大分県内33の施設（病
院・訪問看護ステーション）に参加いた
だき、各施設の概要や教育体制等に関
する全体説明会と各施設のブースによ
る相談会を開催しました。半数の参加
施設に本学卒業生がおり、約20名の参
加がありました。新４年次生は積極的
に先輩のいるブースに参加し、熱心に
メモを取りながら聞く姿がありました。

■卒業式
　３月18日（月）10時より、本学講堂に
おいて卒業証書・学位記授与式を挙行
しました。学部卒業生78名に学士号、大
学院修士課程修了生28名に修士号、大
学院博士課程修了生１名に博士号が授
与され、新たな門出を祝いました。卒業
生、修了生の皆さんの今後のご活躍を
心よりお祈りいたします。

■第６回看護研究交流会
　本学では県内の医療施設に対し、看
護研究支援を行っております。毎年年
度末には研究成果の共有のため、看護
研究交流会を開催しています。看護研
究交流会は今年で第６回目を迎え、平
成30年度に支援を行った４施設の方々
６名にご参加いただき、各施設の研究
成果や状況の報告をしていただきまし
た。本学からも教員25名が参加し、それ
ぞれ他施設の研究に対する取り組みを
共有しました。

■第７回森林探検ウォーキング
　３月30日（土）に富士見が丘連合自治
会主催の「第７回森林探検ウォーキン
グ」が開催され、学生12名と看護研究交
流センターの健康増進プロジェクト
チームの教員２名が参加しました。学
生は住民の方々の冗談に笑いながら、
希望者67名の血圧測定を行いました。

その後、開会式とラジオ体操に参加し
てから、３つのコースに別れてウォー
キングをしました。当日は天候にも恵
まれ、車椅子で参加された皆さんも桜
を満喫していました。ウォーキング後
はふじみん公園で豚汁を食べたり、バ
ザーを覗いたり、ゲームに参加して楽
しみました。来年は、皆さんも参加しま
せんか。

■入学式
　４月８日（月）に2019年度入学式が執
り行われました。今年度は、１年次生80
名、大学院博士前期課程32名と後期（博
士）課程２名が入学しました。新入生の
名前が一人ずつ読み上げられ、村嶋幸
代学長より入学が許可されました。次
いで学部入学生代表と大学院入学生代
表による入学生宣誓が行われ、学長が
式辞を述べられました。その後、広瀬大
分県知事告辞（二日市大分県副知事代
読）に続き、ご来賓の方々を代表して濱
田大分県議会副議長よりご祝辞を頂き
ました。最後に全員で大学歌を斉唱し、
式は終了しました。ご来賓の皆様に心
より感謝いたします。入学生の皆さん、
そしてご家族の皆様、ご入学おめでと
うございます。

［トピックス］

大分県立看護科学大学
未来応援基金

個人・団体総合計　　３，２５７，０００円

　2019年3月末までにご寄付をい
ただいた方で、掲載に同意をいただ
いた方を掲載しています。掲載につ
いては、五十音順とさせていただい
ています。

※お名前の掲載に不同意とされた方４名

【個人】（13名）

【法人・団体等】（11名）

岩男　栄治　様
江藤みゆき　様
後藤　恭子   様
繁田　文彦　様
田中　陽一   様

医療法人 畏敬会 井野辺病院　様
大分県立看護科学大学同窓会四つ葉会　様
株式会社 大分放送　様
社会医療法人社団 大久保病院　様
社会医療法人 小寺会　様
佐伯市役所有志一同　様
医療法人 至誠会
介護老人保健施設 健寿荘　様
医療法人社団 親和会　様
社会医療法人 関愛会　様
第３回九州診療看護師（ＮＰ）研究会　様
医療法人 藤本育成会 大分こども病院　様

平成30年度寄付金額

寄付者のご紹介

藤内　美保   様
内藤　俊朗   様
村嶋　幸代　様
米谷　　明   様

　この度は、「未来応援基金」にご賛同いただきありがとうご
ざいました。皆様の温かいお心遣いに感謝申し上げます。
　皆様からの貴重な寄付金は、学生の学業の継続や、地域連携
の更なる充実、国際化・グローバル化への対応等、学生・大学
院生の活動を支援するため、大切に使わせていただきます。
　今後とも本校への応援をよろしくお願いします。

寄付をいただいた皆様へ
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■予防的家庭訪問実習の開始
　４月17日（水）から今年度の予防的家
庭訪問実習が始まりました。１～４年
生まで縦割りで編成された計80チーム
が、それぞれのチームの協力者様を１
～２カ月おきに訪問して、健康増進の
お手伝いや趣味の活動を一緒にさせて
いただきます。

助産学研究室
助教
姫野　綾
　4月 よ り 助 産
学研究室に着任
いたしました。前
任は、宮崎県立看
護大学で助産学

教育に携わっていました。着任後の今、演
習や実習に慌ただしい日々を過ごしてお
りますが、学生が成長する姿に喜びを感
じる日々です。学生のみなさんと共に成
長していけるよう精進して参ります。今
後ともどうぞ宜しくお願いいたします。

新任教職員のご紹介

事務局
総務グループ
主幹
黒木　貴子
　事務局総務グ
ループに着任い
た し ま し た。主
に予算や庁舎管

理の業務を担当しています。前の職場は
こども・女性相談支援センターで、女性
相談の仕事に携わっていました。
　今回看護科学大学に着任し、将来社会
を支える仕事を目指している学生の皆さ
んの生き生きとした姿を眺めながら仕事
ができ、とても嬉しく思っています。みな
さんに負けないよう、頑張っていきたい
と思いますので、今後ともどうぞよろし
くお願いします。

看護アセスメント学研究室
助手
内倉　佑介
　４月から看護アセスメン
ト学研究室に着任致しま
した。前任は、大分大学医
学部附属病院で勤務して
いました。

　私はこの大学の卒業生ですが、学生と教員との良
い関係や学生が様々な事柄に対して真面目に取り組
む姿は変わっておらず、安心しました。
　大学の業務は大変なことも多いですが、学生一人
ひとりと関わる楽しさを日々感じています。また、学
生から学ぶことも多く、日々自己研鑽の日々を送っ
ています。
　着任した看護アセスメント学研究室では、レント
ゲン画像などの研究課題に取り組んでいます。学生
のみなさんとともに学び、ともに成長していきたい
と考えています。
　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

「成人看護学実習」
　成人看護学実習では、２つの事例を通して、私は看護師として心身の回復
を支えながらも、対象の持つ人生観を尊重することの重要性を改めて感じ
ました。その中でも特に私は、周術期で、なおかつ軽度の認知症を合併して
いる方を受け持たせていただいた経験がとても印象的でした。その方は認
知機能の低下もあったため、術後の疼痛の訴えが定まらず、客観的にアセ
スメントすることが困難でした。そこで自分が机上で習った知識を根拠に
様々な視点で疼痛を総合的にアセスメントすると、離床も順調に進み、そ
の方から「あなたがいたから頑張れたよ」と声をかけていただきました。そ
こで自分が行った看護がその方の回復に貢献できたことを実感するととも
に、「本当に今自分が行っている看護だけで十分か」と自問することが必要
だと学ぶ事が出来ました。また患者の心身の状態だけでなく、生活面におい
ても援助できる事が看護師の強みであり、良さであると考えます。そのため
にも、何気ない日々の会話の中に出てくるその方の人
生観も含めて総合的に対象を理解することが、患者を
生活者として捉える事につながると学びました。今回
の実習で自分が看護を提供するうえで何を重視した
いか明確になりました。この学びを今後に生かしてい
きたいと思います。
 ４年次生　鶴留　叶風

「予防的家庭訪問実習」
　予防的家庭訪問実習を通して、協力者が健康な生活を維持
するために、私たちにできる支援を考えることはとても難し
いと感じた。私たちにできる支援を明らかにするためには、コ
ミュニケーションによって、協力者の生活環境や健康状態を
しっかりと把握し、アセスメントすることが重要であると感
じた。予防的家庭訪問実習は、他学年を交えてチーム編成がさ
れている。そのため、先輩方が協力者と関わる様子を間近でみ
ることができたり、学習していない知識を得ることができる
ため、学年を超えた関わりの大切さを学んだ。実際に私たちの
グループでは麻雀を行った。麻雀は老化防止・脳の活性化が
期待されているため実施することになった。協力者も学生も
楽しみながら実施することができた。また継続して実施する
ことができたと言う点では、指先の運動や脳の機能低下予防
のための援助ができたのではないかと感じている。予防的家
庭訪問実習は普段は密接に関わることのない地域の高齢者や
他学年と関わることができる貴重な機会である。今後もチー
ムで協力しながら協力者のよりよい生活や健康の実現を目指
し、可能な限り貢献していきたいと思う。
� ３年次生　中村　麻里子

事務局総務グループ
副主幹
秋吉　良継
　４月26日に事務局総務グ
ループに着任しました。前
任は大分県立病院で人事・
給与を担当していました。
大学でも学内の総務系の業

務を担当します。教職員や学生の皆さんが充実した
大学生活を過ごせるようサポートしていけたらと
思っています。
　どうぞよろしくお願いします。

事務局
教務学生グループ
副主幹
原田　千夏
　 事 務 局 教 務 学 生 グ
ル ー プ に 着 任 し ま し
た。これまで、県の観光
振興や人権啓発などに
携わってきました。今

回ご縁があって看護大学の皆さんの勉強や生活
に対する支援を行うことになり、とても嬉しく
思っています。
　趣味は読書と育児です。（学生の皆さんへのお
すすめは喜多川泰さんの「手紙屋」です！）
　勉強の話や本の話、悩みなどなんでも気軽に話
しかけてください。どうぞよろしくお願いします。

看護学実習を終えて
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す
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。
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く
様
々
な
心
理
的
課
題

へ
の
配
慮
と
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
浮

き
彫
り
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、苦
情
調
査
事
例
20
件
の
す
べ
て

で
、相
手
方
医
療
機
関
に
苦
情
解
決
シ
ス
テ

ム
が
不
在
、ま
た
は
機
能
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。患
者
や
家
族
が
苦
情
を
訴
え
た
と
き

に
、主
治
医
が
直
接
対
応
し
て
第
三
者
が
調

整
に
入
ら
な
い
ケ
ー
ス
や
、事
務
職
員
な
ど

が
対
応
に
当
た
っ
て
も
苦
情
解
決
の
た
め
の

機
能
を
は
た
し
て
い
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

　

苦
情
調
査
に
よ
っ
て
苦
情
の
発
生
原
因
が

明
確
に
な
り
、勧
告
や
提
言
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、医
療
現
場
で
発
生
す
る
倫
理
的
問
題

の
存
在
に
医
療
者
自
身
が
気
づ
か
な
い
こ
と

も
あ
り
、医
療
者
か
ら
の
提
起
に
よ
り
実
施

さ
れ
る
臨
床
倫
理
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に

は
限
界
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、苦
情
や
倫
理
的
問
題
の
あ
る
部
分
は
、

患
者
と
医
療
提
供
者
の
関
係
性
か
ら
生
じ
て

い
ま
す
。そ
の
と
き
、第
三
者
の
介
入
は
当
事

者
間
の
抵
抗
を
和
ら
げ
、対
等
な
会
話
の
機

会
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
ら

の
経
験
か
ら
、苦
情
解
決
の
た
め
の
第
三
者

機
構
を
医
療
シ
ス
テ
ム
の
中
に
構
築
す
る
こ

と
が
、患
者
の
権
利
擁
護
お
よ
び
臨
床
倫
理

上
の
課
題
解
決
の
た
め
に
必
要
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

女
性
の
骨
盤
内
の
構
造
は
、前
方
に
膀
胱

と
尿
道
が
あ
り
、真
ん
中
に
子
宮
と
膣
、後
ろ

に
直
腸
と
肛
門
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
臓

器
の
下
に
は
骨
盤
底
の
筋
肉
が
両
側
か
ら
ハ

ン
モ
ッ
ク
の
よ
う
に
張
ら
れ
て
、骨
盤
内
の

臓
器
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
ま
す
。人
間

が
立
っ
て
生
活
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、骨
盤

底
は
毎
日
長
時
間
に
わ
た
っ
て
重
力
の
負
荷

を
受
け
て
い
ま
す
。骨
盤
底
は
出
産
で
胎
児

が
産
道
を
通
る
時
に
損
傷
を
受
け
、高
齢
に

な
る
と
筋
肉
や
靭
帯
が
衰
え
て
い
き
、重
力

と
腹
圧
の
影
響
を
さ
ら
に
受
け
て
緩
ん
で
い

き
ま
す
。

　

女
性
の
尿
失
禁
の
多
く
は
骨
盤
底
の
筋
肉

の
緩
み
か
ら
く
る
も
の
で
す
が
、骨
盤
底
の

弛
緩
は
、腹
圧
が
か
か
っ
た
時
に
尿
が
漏
れ

る
腹
圧
性
尿
失
禁
の
原
因
と
な
り
ま
す
。健

康
な
女
性
は
膀
胱
に
あ
る
程
度
尿
が
た
ま
っ

た
状
態
で
、運
動
を
し
た
り
、せ
き
や
く
し
ゃ

み
を
し
て
、お
腹
に
腹
圧
が
か
か
っ
た
と
し

て
も
尿
が
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。反

射
的
に
骨
盤
底
が
し
ま
っ
て
内
臓
を
支
え
ま

す
。

　

骨
盤
底
を
弛
緩
さ
せ
る
最
大
の
原
因
は
妊

娠
・
出
産
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。妊
娠
中
の

尿
失
禁
は
大
き
く
な
っ
た
胎
児
が
、前
方
に

あ
る
膀
胱
を
圧
迫
す
る
た
め
に
、お
し
っ
こ

が
近
く
な
っ
た
り
、腹
圧
が
か
か
っ
た
時
に

少
量
の
尿
漏
れ
が
起
こ
っ
た
り
し
ま
す
。妊

娠
中
の
尿
漏
れ
は
膀
胱
と
子
宮
の
位
置
関

係
な
ど
で
個
人
差
が
み
ら
れ
ま
す
が
、生
理

的
な
こ
と
が
多
く
、産
後
4
ヶ
月
ぐ
ら
い
で

骨
盤
底
が
し
っ
か
り
し
て
く
る
と
と
も
に
自

然
に
治
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。出
産
に

よ
っ
て
骨
盤
底
は
損
傷
を
受
け
る
女
性
が
多

く
、特
に
高
齢
初
産
婦
や
分
娩
第
2
期
の
遷

延
等
は
骨
盤
底
の
損
傷
が
大
き
い
で
す
。こ

　
『
患
者
が
自
己
の
権
利
が
尊
重
さ
れ
て
い

な
い
と
感
じ
る
場
合
に
は
、苦
情
申
立
が
で

き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。裁
判
所
の
救
済
手

続
に
加
え
て
、苦
情
を
申
し
立
て
、仲
裁
し
、

裁
定
す
る
手
続
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
、そ

の
施
設
内
で
の
、あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の
レ

ベ
ル
で
の
独
立
し
た
機
構
が
形
成
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。』（
W
H
O「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
患
者
の
権
利
の
促
進
に
関
す
る
宣
言
」

1
9
9
4
年
）

　

医
療
に
お
け
る「
苦
情
申
立
権
」を
確
立
す

る
た
め
、裁
判
外
苦
情
解
決
に
あ
た
る
第
三

者
機
関
と
し
て
1
9
9
9
年
か
ら
活
動
を

開
始
し
た
N
P
O
法
人「
患
者
の
権
利
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
」は
、2
0
1
7
年
に
18
年
に
わ
た

る
活
動
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。「
患
者
の
権
利

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」は
、市
民
と
医
療
・
法
律
等

の
専
門
職
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
働

し
、患
者
・
家
族
に
対
す
る
面
談
相
談
6
、

6
2
1
件
、苦
情
調
査
20
件
な
ど
の
支
援
活

動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
苦
情
の
多
く
は
、医
療
者
と

患
者
・
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

合
意
形
成
の
場
面
に
発
生
し
て
お
り
、苦
情

調
査
20
件
中
13
件（
65
％
）で
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
重
要
な
争
点
で
し
た
。

主
に
治
療
に
伴
う
苦
痛
や
不
利
益
に
関
す
る

医
師
の
説
明
が
十
分
で
な
い
場
合
に
苦
情
が

形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。患
者
は
症
状
や
病
名

に
様
々
な
苦
痛
や
葛
藤
を
抱
い
て
い
ま
す

が
、調
査
事
例
の
中
に
は
、患
者
の
不
安
が
放

置
さ
れ
た
ま
ま
同
意
し
治
療
を
受
け
て
結
果

に
不
審
や
不
満
が
残
っ
た
事
案
や
、疑
問
を

抱
い
た
患
者
・
家
族
に
医
師
の
勧
め
る
治
療

方
針
を
納
得
さ
せ
る
よ
う
な
働
き
か
け
や
不

適
切
な
誘
導
が
看
護
師
な
ど
に
よ
っ
て
行
わ

れ
、患
者
が
主
体
的
に
選
択
す
る
た
め
の
支

援
が
な
か
っ
た
事
案
が
あ
り
、意
思
決
定
の

の
よ
う
に
産
後
か
ら
新
た
に
出
て
く
る
尿
失

禁
、産
後
も
回
復
し
な
い
尿
失
禁
に
は
注
意

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
、2
0
1
8
年
か
ら
大
分
県
に
お
け

る
産
後
骨
盤
底
障
害
の
頻
度
と
リ
ス
ク
因

子
、介
入
の
必
要
性
を
分
析
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、大
分
中
村
病
院
ウ
ロ
ギ
ネ
セ
ン

タ
ー
の
医
師
・
看
護
師
・
理
学
療
法
士
の
方
々

と
共
同
研
究
を
実
施
し
ま
し
た
。大
分
県
の

協
力
産
科
施
設
22
施
設
、１
ヶ
月
健
診
の
褥

婦
1
7
7
4
名
に
質
問
紙
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。そ
の
後
調
査
継
続
を
希
望
す
る
対
象

者
に
、産
後
6
ヶ
月
、産
後
1
年
と
縦
断
的
な

調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
妊
娠
時
と
産
後
１
ヶ
月
時
の
尿
失

禁
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
ま
す
が
、妊
娠
時

に
初
産
婦
約
40
％
、経
産
婦
約
60
％
の
人
に

尿
失
禁
が
あ
り
、経
産
婦
に
有
症
症
状
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。妊
娠
中
に
尿
失
禁
が
な
く

産
後
新
た
に
尿
失
禁
が
あ
っ
た
人
は
、産
後

尿
失
禁
が
あ
っ
た
人
の
約
15
％
、妊
娠
中
か

ら
産
後
も
尿
失
禁
が
継
続
す
る
人
が
約
40
～

50
％
あ
り
ま
し
た
。今
後
、産
後
に
尿
失
禁
が

あ
る
人
の
背
景
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
き

ま
す
。

研 究 紹 介
医
療
に
お
け
る
苦
情
相
談
活
動
か
ら
み
た
患
者
の
権
利
の
現
状
と
課
題

大
分
県
に
お
け
る
妊
娠
、産
褥
期
に
お
け
る
尿
失
禁
の
実
態
調
査

保健管理学研究室　准教授

平野　亙

母性看護学研究室　教授

林　猪都子
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Information［お知らせ］

8月 24日㈯
29日㈭・30日㈮

大学院入学試験
大学院研究中間報告会
大学院研究計画報告会
論文レビュー報告会

9月 5日㈭
14日㈯
16日㈪～
　　11月29日㈮

夏期休業終了
公開講座
老年･成人看護学実習Ⅰ･Ⅱ
小児、母性、精神看護学実習

10月 26日㈯ 第21回看護国際フォーラム

11月 23日㈯ 特別選抜試験（推薦・社会人）

12月 4日㈬～5日㈭
6日㈮～20日㈮
24日㈫

卒業研究発表会
看護アセスメント学実習
冬期休業開始

Schedule［スケジュール］

同窓会からのお知らせ
１． Gmail の活用をお願いいたします。
　現在、四つ葉会からのお知らせはGmail で配
信しています。学部・院生時代に使用していた
Gmail にログインできるかどうか確認をお願いい
たします。IDやパスワードの分からない卒業生
（特に平成 23 年以前の卒業生）・修了生は、四つ
葉会事務局（yotsuba@gm.oita-nhs.ac.jp）までご
連絡ください。各研究室にGmail に関する資料を
準備していますので、大学に来る予定のある方は
訪問先の研究室で資料をご確認ください。

２．登録情報の変更を受け付けています
　住所、姓、勤務先の変更を随時受け付けてお
ります。上記の四つ葉メール、もしくは四つ葉
会ホームページの「お問い合せ」にご連絡くだ
さい。登録変更のある場合は、ご連絡をお願い
いたします。

注）スケジュールは、変更になる場合があります。

看護ひとくち
メ
モ

熱中症に気をつけて！
今年も梅雨明け前から高温警報が出され、暑い夏が続きそ
うです。熱中症について正しい知識を身に着け、体調の変化
に気をつけるとともに周囲にも気を配り、熱中症による健
康被害を防ぎましょう。

★熱中症予防のためにこまめに水分を補給する。
「熱中症」は、高温多湿な環境に長くいることで、徐々に体内
の水分や塩分のバランスが崩れ、体温調節機能がうまく働
かなくなり、体内に熱がこもった状態を指します。屋外だけ
でなく室内で何もしていないときでも発症し、救急搬送さ
れたり、場合によっては死亡することもあります。室内で
も、外出先でも喉の渇きを感じなくてもこまめに水分・塩
分・経口補水液（水に食塩とブドウ糖をとかしたもの）など
を補給しましょう。

★熱中症の症状
めまい・立ちくらみ・手足のしびれ・筋肉のこむら返り・
気分が悪い・頭痛・吐き気・倦怠感・虚脱感・いつもと様
子が違うなど
⇒重症になると
　返事がおかしい・意識消失・痙攣・体が熱い
　�こんな症状が現れたらすぐに熱中症を疑い、早めに対処
しましょう。

★対処方法
〇すぐに涼しい場所へ
　�エアコンの効いている室内や風通しのよい日陰など涼し
い場所へ避難させましょう。
〇体を冷やす
　�衣服をゆるめ、体を冷やします。（特に首の回り・脇の下・
足のつけ根など）
〇水分補給
　水分・塩分・経口補水液などを補給しましょう。

自分で水が飲めない、意識がない場合は
　　　　　　　　すぐに救急車を呼びましょう！

　�暑さの感じ方は人によって違います。その日の体調や暑さ
に対する慣れなどが影響します。体調の変化に十分気をつ
けて暑い夏を乗り切りましょう！看科大［14号］クイズ･プレゼント

大分県〇〇〇〇病院等
看護管理者支援事業

○の中に正しい文字を入れ、下記のとおりはが
きでご応募いただくか、クイズの答えなど１～５
までを記載して、メール （somu@oita-nhs.ac.jp）
でご応募ください。正解者の中から抽選で３名
様に図書カード（2,000円分）をプレゼントします。

郵 便 は が き

8 7 0 1 2 0 1
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1．クイズの答え
2．郵便番号
3．住所
4．氏名（年齢）
5．記事のご感想や
　  本学へのご意見
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